
松代町大室に所在する大室古墳群は、5 ～ 7 世紀代につくられた約 500 基の古墳から

なる東日本有数の規模をもつ古墳群です。古墳の分布状態とその地形条件などから大小

五つの支群に大別されており、うち発掘調査によって内容が明らかになりつつある大室

谷支群の一部が平成 9 年に国史跡に指定されました。

大室古墳群は、全国的に珍しい「積石塚」や「合掌形石室」が集中しており、朝鮮半

島からの渡来人が古墳の築造に関わった可能性が考えられています。また、発掘調査で

は馬に関連した遺物が出土していることから、平安時代の書物に記された「大室牧」と

の関係が考えられています。

大室古墳群の史跡指定範囲は

16.3ha と広大なため、全体を七つ

のゾーンに区分して順次整備を進

めていく計画です。現在は、第１

期としてエントランスゾーンと施

設整備ゾーンの整備を進めており、

来年度からは第２期の遺構復元

ゾーンの整備に着手する予定です。
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横穴式石室を埋葬施設とする直径約 10m の円墳で、

石室の東半分が完全に露出していました。発掘調査では、

入口部分につくられていた石垣を解体し、埋もれていた

石室壁面を検出しました。

石室にはゆがみや亀裂があったため、樹脂や特殊な土

ですき間を埋めるとともに、外側からは盛土で補強しま

した。

33 号墳

横穴式石室を埋葬施設とする直径約 14m の円墳です。石垣に取り込まれるように石室

が開口していましたが、上部には屋根が架けられ、墳丘内には沈殿槽がつくられるなど、

農作業にともなう後世の改変を大きく受けていました。発掘調査では、大室古墳群では珍

しい盛土墳であることが明

らかになりました。

整備では、屋根や沈殿槽

を撤去し、周辺環境になじ

むよう新たに石垣をつくり

ました

横穴式石室を埋葬施設とする直径約 10m の円墳です。開墾により大きく改変を受けて

いますが、墳丘はわずに残っていました。石室は、露出した壁面に開いた盗掘坑から内

部をのぞくことができますが、天井近くまで石で埋まり、中に入ることはできません。

今回の整備では、古墳の範囲の表示のみを行っています。

31 号墳

32 号墳
確認された盛土墳丘

石室修復の様子

沈殿槽跡地につくられた石垣

エントランスゾーンから北方を望むと、鳶岩と呼ばれる切り立った岩肌があります。

このふもとに分布する古墳は大室谷支群鳶岩単位支群に区分され、31・32・33 号墳が

史跡内に含まれます。一帯は「古

墳の経年変化」をテーマに、近代

の畑地化とともに石垣内に取り込

まれ、形を変えながら現代に受け

継がれた古墳の姿を整備しました。

鳶岩単位支群

整備前の 31 号墳 整備前の 33 号墳

鳶岩単位支群の整備
とびいわたんいしぐん



平成 21 年度の発掘調査で、それまで墓地

として使われていた 241 号墳の墳頂から合掌

形石室が発見されました。合掌形石室が発掘

調査によって見つかったのは大室古墳群では

初めてのことです。

見つかった石室は、屋根型の天井石こそ失

われていたものの、板石を組み合わせた石棺

状の下部構造や三角形の立石など、大室古墳

群で見られる合掌形石室の特徴を備えていま

す。

またその一方で、底に敷き詰められた川原

石や、ベンガラが天井石から垂れ落ちた痕跡、

閉塞（石室の入口をふさぐこと）状況など、

これまでの合掌形石室では知られてこなかっ

た新たな情報をもたらしまた。

石室内からは、剣菱形杏葉・環状雲珠・鞍金具・

辻金具・鉸具などの馬具、片刃鏃・反刃鏃などの鉄

鏃（鉄製の矢じり）、ガラス玉などが出土しました。

剣菱形杏葉などの飾馬具は大室古墳群の合掌形石室

では初めての出土となります。また、反刃鏃は珍し

い鉄鏃形式で、長野県内では初めての出土です。

出土品から、241 号墳は古墳時代後期前半（六世紀初頭）に築造された、大室古墳群で

最も新しい合掌形石室の古墳であることがわかりました。

剣菱形杏葉や反刃鏃は地域の王墓である前方後円墳から出土することが多く、直径

14m 程度のごく小さな古墳である 241 号墳からこうした優品が出土していることは、積

石塚古墳や合掌形石室の性格を考えるうえで、重要な手がかりとなります。

241 号墳の発掘

合掌形石室の発見

合掌形石室の出土品

発掘調査でわかったこと

241 号墳の合掌形石室（左：南から、右：北から）
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剣菱形杏葉（左）と反刃鏃（右）

整備前の 241 号墳




